
鶴岡西R．C会長・幹事ごあいさつ

会長　佐藤　　拡署

只今ご紹介にあずかりました鶴岡西R．C会長にな

りました佐藤鉱でございます。いつもお世話になっ

ております。なかなか判らない所が多いものですか

ら皆様方のご指導よろしくお願いいたします。

なお、先般の国際扶輪社青少年短期交換団がおい

でになった際、皆様のお力添えで我々会長としての

初仕事が無事終了致しました事、先ずもってホッと

しております。これからもよろしくお願い致します。

幹事　斎藤敬二君

只今ご紹介にあずかりました今年度西クラブの幹

事を仰せつかりました斎藤でございます。幹事の任

務については先般来講義を受け大体の所はつかんだ

つもりですが、自分で実行してみて初めてどうとい

う事になると思います。

先頃、会津若松へ行った折、お菓子屋さん風の方

から道をたずねられた際、初めてロータリアンと、

指摘されうかうかできないと緊張いたしました。

うちの会長は20年からのベテラン会員でございま

す。会長のカバンはさぞかし重い物と感じます。そ

のカバンを途中で落さない様、佐藤・斎藤のS・S

コンビで頑張っていきたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。

〔会長報畠‾‾〕 吉野　勲署

去る7月10日・11日、国際ロータリー347地区よ

り青少年短期交換生．陳維権（地区副幹事）団長以

下12名の方々が訪問されました。鶴岡C、鶴岡西C

温海Cの多数の皆さんより駅までお出迎え頂き誠に

有難うございました。

午後1時10分いなほで鶴岡駅に無事到着、中国飯

店で休憩後鶴岡高専校に入り、柴田教務主事さんの

学校の内容を詳しくご説明があり、その後校内の設

備など約1時間ちょっと見学させて頂きました。そ

の後致道博物館に行き、館内をフリータイムにして

見学致しました。丁度天候が悪くなり雨模様となり

ました。夕食会会場の中国飯店では40名近くのご参

加を頂き、盛大な懇親の場を設けて頂き、国際親善

を一層深め、又温海インターアクト、高専インター

アクト、西高インターアクトの皆さんも出席、なご

やかな中に午後8時終了し、湯の浜温泉竹屋ホテル

に投宿。長旅の疲れをいやして頂きました。

翌日、羽黒山見学の予定でありましたが、天候が

どうも不頓で、急拠予定を変更させて頂き借越では

ありましたが、各ロータリアンのご希望もあり私の

工場を見学ということになり、約1時間10分位で見

学、ホテルリッチ酒田までお送りして酒田Cにバト

ンタッチしてこの役を終りました。

お忙しい中、多数のご協力を頂きました関係委員

会委員長さん始め、クラブ会員の皆さんのご協力に

感謝申し上げます。

尚、同交換団より4クラブのバナーをいただきま

したのでご報告勇、回覧いたします。



（幹事報告）板垣広志署

○例会場所・時間変更のお知らせ→八幡R．C

日　時　　7月25日（土）　点鐘　PM6：30

場　所　八　森　荘

登録料　　2，000円

○報告事項

・第253地区直前分区代理北楯学氏、同幹事五十

嵐進氏より礼状到着のお知らせ
・第253地区第22回インターアクト年次大会案内

小池委員長保管
・会報到着のお知らせ

鶴岡西R．C、台中港区扶輪社R．C
・国際ロータリーアジア地区大会のご案内

10月12日　於：インド．ニューデリー

（委員会報告〕

外部拡大特別委員会中間報告

特別代表　鶴岡西R．C　大川俊一署
07月3日　キーメンバー協議会開催

於：グランド　ェル・サン

決定事項
・クラブ名　　鶴岡東ロータリークラブ

・例　会　場　　苗津　グランド　エル・サン

・例　会　日　　毎週水曜日

・例会時間　12時15分

・役員候補名　　会　長

副会長

（委員長スピーチ）

0地区内新設クラブ情報
・酒田中央R．C l1月15日認証状伝達式予定

・米沢中央R．C l1月1日　　　〝

会員増強拡大セミナー出席報告

クラブ奉仕委員長　高橋良士君
＝7月12日　於：会津若松ワシントンホテル＝

会員増強は本年度地区基本方針の一つであり、1

クラブ、3名の増強を目標としている。

昨年度、253地区に於いては、2クラブが新設さ

れて88名の増加をみている。当クラブは5名増強で

あり、クラブ単位では1クラブ5名増は地区内では

最高の増員数であり、当クラブを含めて3クラブの

みである。

何故、会員増強、クラブ拡大が必要か？　の意義
については、国際ロータリーの強引とも思われる指

示に反発するあまり、会員増強やクラブ拡大までも

何か上からの指示の押しつけと受けとめられている

傾向にある。

然しながら、他人に入会をすすめるのは、自分が
ロータリアンとしての喜びと意義を発見してからこ

そであり、それを領ち合おうとしているからである。

会員を増強することが住みよい社会をつくることで

あり、入会をすすめること即ち社会への奉仕である。

「停滞は衰退と死の始まりである」という見地か

ら、ロータリーの存続が永遠であるためには会員増

強は単年度のみの目標ではなく、当然継続活動であ

る。

本年度は会員増強3名を目標に、何卒全会員の御

理解と御協力を切にお願いする次第である。

私が感じているロータリー

S・A・A委員長　皆川光吉署

恥しい話しですが、実は先月の末に盗難にあいま

して「私が感じているロータリー」なんてものでな

く、まったく自分の間抜けさを感じている最近です。

当クラブに入会して約2年8ケ月になりましたが、

その間私なりに感じている事を申しますと、クラブ

の雰囲気は実におだやかであること。しかし反面、

仕事での対応は実にきびしい人もおりまして、ウッ

カリ出来ないと思っております。

2年間インターアクト委員会におりましたが、当

初の目的でありましたインターアクトクラブ員の増

強に、何度か顧問教師と話し合い、増強に取り組ん

できましたが、好結果が得られず、自分の力の無さ

を今更ながら反省しております。

各委員会の活動が当然のことながら若い人に力が

多くかかりすぎるきらいがありますが、しかし自分

を磨く場として考えますと、実に有意義な事と思っ

ております。

それぞれ各分野のトップの皆様との話し合いの中

で情報交換の場としてこれに過ぎるものはないと思

いますが、反面、表面的な語になりすぎるように感

じております。

食事のことですが、これは別に本年私がS・A・A

になったから云うわけではありませんが、あまりメ

クジラをたてないで楽しんでもらいたいと思います。

過去、S・A・A委員会を8ケ月、インターアクト委
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員会を2年間務めましたが、ロータリーとは社会奉

仕を目的とする世界的団体クラブであるという意味

位しか認識しておりません。各委員会の色々な活動

がどの様に行なわれておるのかまだ勉強不足で理解

してないのが現状です。伝統ある当クラブの諸先輩

のご指導によりましてロータリアンらしい人間、ま

た活動するよう努力していきたいと思っております。

出席委員長　佐々木藷彦署
義理と人情

昨日は、鶴岡の盆であった。私達の本当の盆は8

月に入ってからである。8月の10日から20日までの

10日間は、正にかき入れ時である。

檀家の法事に招かれて、読経が終り、この機会に

少しお話をといって座りなおした時、同じく招かれ

て出席していた客の「人から、「和尚様一寸聞きま

すが、和尚様のお仕事は何ですか」と聞かれた事が

ある。さて、私は坊主を職業としているが何のこと

か、と一瞬返答に窮した。ともかくも「坊主ですよ」

と答えたが、その人は重ねて「いや、んでねくて本

当の仕事や」という。そこまでいわれて、他を考え

るとたしかに、坊主という職業で生計をたてている

のは大変少ないことに気がついた。私の住む松山町

でもその当時坊主だけというのは、私一人であった。

学校の先生、役場の職員、公民館等々である。その

万々はひょっとすると、坊主は副業かあるいは仕方

なく義理で勤めているのかも知れない。そこの所が

ロータリークラブににているのではないか、と考え

た。

ここに出席いている会員の方々は、それぞれに本

職を持っている。「あなたは何をなさっていますか

？」と聞かれて、「私はロータリアンです」と答え

る人はいない様である。

ロータリーでは、会員の重要な義務の一つとして

職業奉仕がある。だから何を置いても自分の仕事を
一生けん命やりなさい、ということになっている。

しかし、何を置いても例会にだけは出席しなさい、

ということも又重要な義務になっている。そのどち

らを選択するかは、もう議論ではなくて、会員の心

の中にある義理と人情にたよる他はなさそうである。

クラブ会報委員長　関原亨司署

会報とは、会員の皆様はもちろんのことですが、
会員のご家族の方々からも見てもらい、ロータリー

とは何んなのか、初歩的なことですが理解をしてい

ただき、又、会報を通してコミュニケーションの輪

を広げなければならないと思います。机の引き出し

に入れておくだけでなく、ご家族、各報道機関等に

見ていただいて、ご意見等をいただきたいと考えま

す。それには、各会員、OBの方々から寄稿をお廠

いし、意志の疎通を計り、楽しく読んでいただける

会掛こしたいと思いますので、会報委員会全員によ
ろしくご協力・ご指導をお願いします。

親睦委員長　丹下誠四郎看
私が安藤先輩より推薦を受け入会以来早や11年、
ロータリーについて色々感じました事をのべさせて

いただきます。

①　入会当時会員相互間の呼称が「くん」づけで

統一きれ、○○君と呼び合える事は素晴らしい

事。

㊥　例会は情報交換の場として一番であり、ゲス

トスピーカー、会員スピーチは自分自身にとっ

ても、人の為に人の話を聞く機会を得、大変た

めになり、今後も続けてほしい。

㊥　4つのテストの「みんなに公平か」常に反省

し、職業奉仕、社会奉仕を続けていきたい。

いずれにせよ、．ざロータリーは素晴らしいふれあい

の場であることを自覚してやっていきたいと思いま

す。

会員選考委員長　風間真一署
会員選考委員長に指名されてから考えたり、感じ

ましたことを申し述べます。
○委員としてチャーターメンバーの阿部与十郎さん、

バストガバナーの石黒慶之助さんが居られますの

で、心強いといえばこれ以上のことはないのです

が、いちいちご相談するのもはばかられるように

思います。
○活動計画を提出するに当って、前例を参考にした

り、委員会の活動という印刷物を読んだりしたの

ですが、読み方によってはかなり厳しく選考する

ようにも受け取れます。推せんされた個人個人を

会員選考の本来の主旨に沿って評価することは、

それは大変難かしいことのように思います。

私の判断の誤りを恐れるからでありますし、自分

自身のことを考えれば、他の人を評価する資格が

ありません。

亦、会員増強に努力された会員の方々のことを考

えると、ますますそうです。

○そこで私は今年度推せんされた方々については、

推せんした方の判断をそのままお受けして、すべ

て独断を以てパスするという、結果的には例年と

変らない処理をさせて頂くつもりでおります。
○感じましたことはttこのような委員会はロータリ
ークラブにとって必要なのでしょうか”という疑

問です。
tt盲腸のようにひっそりと、存在を感じさせない

で居るのがベターということになりましょうが’



⊂如」
佐藤　拡君　　国際扶輪社青少年短期交換訪問団

の歓送迎が無事できまして。

阿蘇司郎君　　交換学生受入れの際、新穂さんに

お世話になり、又、全国テレビ・

ラジオ商組合、日本放送協会より

賞をいただきまして。

関原亨司君　　第1号の会報が無事できた事と、

原稿提出時に所定の原稿用紙を使

っていただく事をお願いして。

義醐

松田士郎君　　鶴岡南高百周年記念事業講演会

「私は日本人になりたい」入場券

購入をお願いして。

板垣広志君　　7月10日初孫（男児）が生まれま

〔ビ　ジ　タ　ー＿＿〕

鶴岡西R．C　　佐藤　　拡君

斎藤敬二君

大川俊一君

熱撃㈱腎願誓轍響巌響き

国際ロータリー347地区青少年短期交換団歓迎会

歓迎のごあいさつ

会長　吉野　　勲署

国際扶輪社第347地区青少年短期交換訪問団の皆

さん、よくぞこの日本にお出下さいました。鶴岡R

C、鶴岡西R．C、温海R．Cを代表して心より歓迎申

し上げます。長い旅のり本当にお疲れさまでござい

ました。

只今の季節は、当日本の北国の鶴岡市にとって、
一年を通じて最もきれいな、縁したたる素晴らしい

季節であります。短い期間ではありますが、実りの

ある研修になられますことをお願い申し上げます。

当鶴岡市は人口約10万で、産業としては日本でも

有数の米の生産地でございまして、庄内米で有名な

所であります。又、当市は城下町の面影を色濃くと

どめております。又、先程ご覧頂きました致道博物

館は、庄内藩主酒井氏の御用屋敷で、博物館として
一般に開放されている所であります。建物・庭園は

江戸時代に造られ、質素な中に大名屋敷の広荘な面

影を今にとどめております。又、鶴岡高専校は県内

唯一の工業技術者の養成の目的を以った国立校で、

校長先生も当鶴岡ロータリークラブの会員で、本日

特に研修させて頂きました。

本席は御国出身でやはり当鶴岡ロータリークラブ

の中江さんに特に腕をふるって頂きました。お時間

の許す限りごゆっくりおくつろぎの上ご歓談下さい。

又、今晩のお宿でございますが、鶴岡西R．Cの会長

さんの経営なさっておられます、日本海に面した湯

の浜温泉竹屋ホテルで、鶴岡の夜をゆっくりお過し

下さい。明日信仰厚い出羽三山の羽黒山をご案内い

たす予定でございましたが、天候の予報も悪いよう

ですので、急ぎ変更いたし、私の所の工場を見学噴

くことになりましたので何卒ご諒承下さい。

どうぞ日本の旅が楽しい旅になりますよう心より

祈念いたし、歓迎のごあいさつといたします。

※当地区での訪問団のスケジュール等詳細は本紙の

会長報告に掲載されております。

鶴岡ロ【タリークラブ創立　昭和34．6．9　　承認　昭和34．6．27　253地区
Ilト務　局　鶴r串1市馬場町　鶴岡商工会議所内　電話　0235（24）7711

例会場　鶴岡市馬場町物産館　3階ホール　例会　日　毎週火曜日　午後12．30～1．30
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